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自己紹介

1968年 兵庫県生まれ（ 曽祖父は次男-弱小農家、祖父は次男-やむを得ず大工、父は長男-跡継ぎ大工 ）

1993年 工学系大学院修了 （建築学専攻）／大手ゼネコン入社

1996年 大手ゼネコン退社／実家の建設会社 （兵庫県神戸市）入社

1999年 経営系大学院修了 （経営総合分析専攻）

2011年 建設会社設立 （宮城県石巻市）

2015年 人材会社設立 （東京都渋谷区）

2022年 M&Aにて建設会社売却



建設業を離れる理由

① 働きたいスタイルを実現できない

② 目指したい会社のスタイルが見えない

M&Aで建設業界を離れる理由

↓

どの業界も似たような悩み

仕組みや規制が複雑化。建設レベル、精度が格段に向上。

↓

施工要領、業法、労働管理など
小さな組織では対応が難しい



① 働きたいスタイル – 現場監督・職人

◇ 好きな建設仕事で、どんどん働きたい。

仕事の流れ、天気に合わせて自己判断で休みたい。

◇ 技術、技能に時間を割きたい。

写真整理や道路使用などはやりがいが薄い。

◇ OJTより効率よくスキルを身につけたい。

◇ 給与は能力に応じて。



働きたいスタイル – 現場監督・職人

◇ 建設は楽しいので、どんどん働きたい

→ 9ヶ月だけ働く社員

◇ 技術、技能に時間を割きたい 苦手な業務を誰かに任せたい

→ 事務仕事、申請書類を担当する事務員

◇ OJTより効率よくスキルを身につけたい

→  受注工事と連動したジョブローテーション

◇ 給与は能力に応じて

→ 作業だけ、段取りまで、業者間調整まで



② 目指したい会社のスタイル

評点の高い会社
↓

社歴長く
不動産をもたず

借入せずに
利益を上げている

技術
満足度

設備投資
↓

評価せず



いろいろな経営方針

売上 5.04億円

売上総利益 2.04億円
経常利益 0.45億円

＝販管費 1.59億円 1.5％

売上 12.03億円

売上総利益 1.93億円
経常利益 1.43億円

＝販管費 0.50億円 4.2％

売上 33.74億円

売上総利益 3.66億円
経常利益 1.80億円

＝販管費 1.86億 5.5％

売上 11.79億円

売上総利益 1.86億円
経常利益 0.87億円

＝販管費 1億円 8.4％

売上総利益と
経常利益の差

≒ 販管費

≒ 役員報酬
事務員給与
減価償却費
通信費
広告宣伝費

1075点

921点 951点

740点



建設ひとくくりで経営事項審査

○土木会社

大家族型 ・ 官公庁発注メイン

○建築会社

プロジェクト単位でチーム式
官民ともに

↓

同じ評価基準
建築・土木で異なる会社の評価



恵まれた商慣習 – 起業しやすい ・ 乱立

・受注すればすぐに３０％～40％の前受け金

資金繰りの苦労 小

・潤沢な下請網、リース会社

設備投資 不要

・担保期間短い

保証するリスク 小さい

・守られた本店業者 – 公共工事の場合

応札者のエリア限定 最低制限価格

資金繰りが楽で

リスクが小さく

損せずに

守れられる

↓

いろいろな
目的の会社が乱立



まとめ

やる気の強い技術者、技能者が力を発揮できる環境

→ 働き方のバリエーション ・ 労働条件（時間・給与・勤務地）の自由度

＆ 搾取にならないよう経営倫理、客観的監視体制

ハードルを下げてやみくもに人を集める ＋ ハードルが高いが憧れる理想の姿

→ 仕事に対するハードルを分類

→ 業者施工力把握 、 個人技能把握 → 努力、能力に応じた仕組み



まとめ

10年先が安心なので、修行に５年かけても問題なし

→ 安定した受注環境 と 新しい建設関係者像

→ 受注を平準化 ・ リスクヘッジとしての重層構造を不要にする

地場の大きな産業、緊急事態予備軍としての役割終焉

→ 本店業者を守らない

→ 新たな総合評価基準 ・ 優先交渉権などのインセンティブ

時勢に応じた発注体制・基準

→ 年に数件は公共直営、市民参加、など



個人的希望

憧れる仕事

子供にさせたい仕事

友達を誘いたい仕事

この仕事でやむを得ない

→ この仕事がやりたい

金銭的報酬以外のごほうび

年収目標

技術者は 年収 800万円 達成可能

技能者は 年収 600万円 達成難しい

年間105日休日 実働260日

2万3千円／日 厳しい

→ 年を重ねても上がらない・・・


